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３月カレンダー後期高齢者医療制度
公共施設温室効果ガス
　　　　　　排出量の公表
心の通う対話の町政進行中

たこ揚げ大会、
黒笹小学校校歌発表会、
柿せん定講習会ほか

P10「みんなのひろば」

P12「まちの話題」　

裏表紙
から 「お知らせ」　　

持
もちはら

原大
たい し

志さん（東山）

瞳を輝かせて /
挫折を乗り越え夢の騎手デビュー

人　口　５６，８３８人　 (＋１７６人)
　男　　２９，５２２人　 (＋９２人)
　女　　２７，３１６人 　(＋８４人)
世帯数　２１，０３３世帯 (＋６４世帯)

三好の人口

※（　）は前月比

（平成20年2月1日現在）

※各種相談については終了時間が異なりま
すので、広報毎月15日号の「お知らせ」の
コーナーで確認してください。

15 土 おはなし会（10:30～中央図書館）
16 日 家庭の日
17 月 消費生活相談

（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）
行政相談（13：00～役場東館3階
住民相談室）

18 火 司法書士・行政書士・土地家屋調
査士合同相談
（13:00～ 役場西館1階相談室) 

19 水 小学校卒業式（町内各小学校）
年金相談
(10:00～ 役場西館1階相談室）

20 木 春分の日
21 金 心配ごと相談

　　　   (9:00～ 福祉センター)
22 土 おはなし会（10:30～中央図書館）
23 日
24 月 消費生活相談

（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）

25 火 保育園卒園式（町内各保育園）
三好桜まつり（～4月15日）
障害者福祉相談
(10:00～ 役場西館1階相談室)
人権・行政合同相談（13:00～ 
役場東館3階住民相談室）

26 水 年金相談
(10:00～ 役場西館1階相談室）

27 木 NPO・協働の相談
（13:30～役場町民活動支援課）

28 金
29 土 おはなし会（10:30～中央図書館）
30 日
31 月 消費生活相談

（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）
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another one
表紙の説明 もう1

 1 土 第26回ひな人形展
　(歴史民俗資料館　～16日)

確定申告相談（9：00～ 役場研修
室 ～17日）
おはなし会（10:30～中央図書館）

 2 日
 3 月 町長ホットライン（8:00～ラジオ・    

ラブィート78.6MHz）
消費生活相談
（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）

 4 火
 5 水 三好町議会定例会

（9：00～ 役場議場　～24日）
心配ごと相談
　　　   (9:00～ 福祉センター)
年金相談
(10:00～ 役場西館1階相談室）
小さなお子さんのためのおはなし会

（10：30～ 中央図書館）
 6 木 NPO・協働の相談

（13:30～役場町民活動支援課）
7 金
8 土 緑と花フェスタ

（9：00～ さんさんの郷）
おはなし会（10:30～中央図書館）

9 日
10 月 消費生活相談

（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）
人権相談（13:00～ 役場東館3階
住民相談室）

11 火
12 水 年金相談

(10:00～ 役場西館1階相談室）
13 木 こどもの相談

（10:00～ 役場西館1階相談室）
NPO・協働の相談
（13:30～役場町民活動支援課）

14 金 法律相談（13:30～ 役場東館3階
住民相談室）

 
　子どもたちに日本の
伝統行事「節分」の豆
まきを楽しんでもらお
うと2月１日、わかば
保育園で豆まき会が行われました。全園児130人が自分で作った思い
思いの鬼のお面をかぶって参加。年長園児が交代で「鬼はー外、福は
ー内」　の元気な掛け声とともに落花生をまきました。園児の 1人は
「いっぱい豆を拾えたよ」とうれしそうに笑顔を見せていました。
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被
保
険
者
と
な
る
対
象
は

① 

75
歳
以
上
の
人（
誕
生
日
の
当
日
か
ら
）。手
続
き

は
不
要
で
、
自
動
的
に
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

② 

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
で
、
一
定
の
障
害
が
あ

る
と
認
定
さ
れ
た
人（
障
害
認
定
を
受
け
た
日
か

ら
。
申
請
は
保
険
年
金
課
へ
）

【 

現
在
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
を
受

け
て
「
老
人
保
健
制
度
」
に
加
入
し
て
い
る
人
】

　

自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
が
切
り

替
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
３
月
31
日
ま
で
に
老
人
保

健
制
度
の
資
格
喪
失
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
し
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、４
月
以
降
も
現
在
の
医
療
保
険
制
度（
国

民
健
康
保
険
、
会
社
や
共
済
組
合
の
健
康
保
険
）に

引
き
続
き
加
入
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、

現
在
受
け
て
い
る
「
福
祉
給
付
金
」（
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
還
付
）

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
選

択
は
慎
重
に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
切
り
替
わ
り
ま
す

に
切
り
替
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
新
し
い
医
療
保
険
制
度

４
月
か
ら
新
し
い
医
療
保
険
制
度

▼ 

問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

　

☎（
32
）８
０
１
１　

（
32
）２
５
８
５　

75歳（一定の障害
がある人は 65歳）
以上の皆さん

　

４
月
に
施
行
さ
れ
る「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
現
在
75
歳
以
上（
後
期
高
齢
者
）の
皆
さ
ん
な
ど
が
加
入
し

て
い
る
「
老
人
保
健
制
度
」
が
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
へ
切

り
替
わ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同

時
に
国
民
健
康
保
険
や
勤
め
先
の
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度

に
も
加
入
し
て
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
新
し
い
独
立
し
た
医
療

保
険
制
度
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
の
み
加
入
し
、
医
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
制
度
の
運
営
は
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
下
記
参
照
）が
担
当
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
新
し
い
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※実物とは異なる場合があります。

後期高齢
者医療被

保険者証
有効期限

　平成○
年　○月

　○日

被保険者
番号　　

123456
78

住　所　
　　　　

愛知県西
加茂郡三

好町○○
○○

氏　名　
　　　　

三好　太
郎　　　

　　　　
　　　　

性　別　
　男

生　年　
月　日　

　　　　
　大正１

２年１２
月１２日

　　　

資格取得
年月日　

　　　　
　平成２

０年　4
月　１日

　　　

交 付 年 月 日 　　　　
　 平成２

０年　4
月　１日

　　　

発　効　
期　日　

　　　　
　平成２

０年　4
月　１日

　　　

一部負担
金の割合

　　1 割

保険者番
号

3 9 2 3 0 0 0 0

保 険 者
名 　 　

　  愛知
県後期高

齢者医療
広域連合

　すべての市町村が加入する各都道府
県の「後期高齢者医療広域連合」が制
度を運営します。
●保険証の発行
●保険料の賦課　
●医療費の給付など

●保険料の徴収
●保険証の引き渡し
● 申請や届出の受付

75歳以上の人
65歳以上75歳未満で一定の障害がある人

保険料保険料
給付・保険証給付・保険証

広域連合（特別地方公共団体） 三好町三好町

被保険者被保険者

〔後期高齢者医療被保険者証〕
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療
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

○
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
人
…
３
割
負
担

○
一
般（
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
人
以
外
）…
１
割
負
担

※
「
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
人
」
と
は
、
同
一
世
帯

に
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
あ
る
被
保
険
者

（
平
成
20
年
７
月
ま
で
は
被
保
険
者
で
な
い
70
歳
以

上
を
含
む
）が
い
る
世
帯
の
人
で
す
。
た
だ
し
、
次

の
世
帯
の
場
合
は
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に
な
り
ま

す
。

単
身
世
帯
…
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の
と
き

被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
…
収
入
額
の
合
計

　

が
５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

② 

入
院
し
た
と
き
は
、
医
療
費
の
ほ
か
に
食
事
の
回

数
な
ど
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
を
、
食
事
代

と
し
て
負
担
し
ま
す
。

③ 

窓
口
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
は
、
高
額
療
養

費
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
１
年
間
の
医
療
費
負
担
額
と
介
護
費
負
担
額

を
合
計
し
て
一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

④   

保
険
証
を
提
示
せ
ず 

医
療
費
を
全
額
負
担
し
た
と

　

き
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
し
た

　

額（
１
割
ま
た
は
３
割
）以
外
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤ 

被
保
険
者
が
死
亡
し
葬
祭
を
行
っ
た
場
合
に
、
葬

祭
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す

　

高
齢
者
の
医
療
費
を
安
定
的
に
支
え
る
た
め
に
は
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
が
負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に

負
担
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
加
入
す
る
制
度
に
よ
っ
て
、
保
険
料

を
負
担
す
る
人
と
負
担
し
な
い
人
が
あ
り
、
市
町
村

に
よ
っ
て
保
険
料
に
差
が
あ
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
、
高
齢
者
に
負
担
能
力
に
応
じ
て

保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
原
則
と
し
て
、
愛
知
県
内
で
同
じ
所
得
で
あ
れ

ば
同
じ
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
額
は
、
全
員
に
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ

く
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

た
だ
く
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

　

愛
知
県
内
の
均
等
割
額
は
年
額
４
万
１
７
５
円
、

所
得
割
額
を
算
出
す
る
所
得
割
率
は
７
・
43
％
で
す
。

（
平
成
20
・
21
年
度
の
２
年
間
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

　

保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
最
高
で
年
間
50
万
円
ま

で
で
す
。

《
変
わ
る
こ
と
》

① 

国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
保

険
者
と
被
扶
養
者
の
全
員
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

② 

新
し
い
保
険
証（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）

を
全
員
に
交
付
し
ま
す
。

　

医
療
を
受
け
る
と
き
は
こ
の
保
険
証
１
枚
を
必
ず

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
現
在
の
保
険
証

（
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
）と
老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

③
被
保
険
者
全
員
が
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
。
今
ま

で
保
険
料
を
負
担
し
て
い
な
か
っ
た
被
扶
養
者
も
保

険
料
を
負
担
し
ま
す
。

《
変
わ
ら
な
い
こ
と
》

① 

診
察
を
受
け
る
と
き
は
、
老
人
保
健
と
同
様
に
医

75歳以上の全員が後期高齢
者医療制度の被保険者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
と

《
変
わ
る
こ
と
》と《
変
わ
ら
な
い
こ
と
》

《
変
わ
る
こ
と
》と《
変
わ
ら
な
い
こ
と
》

均等割額
（40,175 円）

所得割額（総所得金額－基礎控除額[33万円]）
×7.43％

＋

＝ 保険料額

（例） 単身世帯で、厚生年金を 208万円（総所
　　得金額88万円）受給している場合
　　40,175円+（88万円－33万円）×7.43％
　　＝81,000円（100円未満切り捨て）

■保険料の計算（年額）

75歳以上の医療保険の被
保険者

75歳以上の会社の健康
保険、共済組合などの被
扶養者
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【
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
】

　

こ
れ
ま
で
自
分
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た

会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
保
険
組
合
な
ど
の
被
扶
養

者
の
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
か
ら
２
年
間
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
が
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
保

険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
10
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
は
、
本
来
の
年
間
保
険
料
額
が
９
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
の
減
免

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
保
険
料
の
減
免
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◎ 

災
害
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
に
著
し
い
損
害
を
受

け
た
場
合

◎ 

事
業
の
廃
止
、
失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合

　

減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
保
険
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

55

総所得金額等の合計が　　　　　

基礎控除額（33万円）以下の世帯

総所得金額等の合計が基礎控除額（33万円）を超え〔基礎控
除額 (33万円 )+24.5 万円×世帯の被保険者数〕以下の世
帯（世帯主である被保険者本人は除く）

総所得金額等の合計が基礎控除額（33万円）を超え〔基礎控

除額（33万円）＋ 35万円×世帯の被保険者数〕以下の世帯

保険料の均等割額を
7割軽減（12,052円）

保険料の均等割額を
5割軽減（20,087円）

保険料の均等割額を
2割軽減（32,140円）

■減額判定

　
　

保
険
料
の
納
め
方

　

年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
、

年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す（
特
別
徴
収
）。

　

そ
れ
以
外
の
人
は
口
座
振
替
や
納
付
書
な
ど
で
納

め
ま
す（
普
通
徴
収
）。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す
。

　
　

保
険
料
の
減
額

　

所
得
の
低
い
世
帯
や
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
は

保
険
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

【
所
得
の
低
い
世
帯
の
人
】

　

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
の
合
計
額
に

よ
っ
て
減
額
判
定
を
行
い（
下
表
）、
保
険
料
の
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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平成18年度温室効果ガス施設別排出量
合計4,384トン（対前年比99.2％）

平
成
18
年
度
三
好
町
公
共
施
設

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
公
表

　

役
場
庁
舎
、
中
央
図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園（
９
園
）、
不
燃

物
埋
立
処
分
場
、
三
好
丘
交
流
セ
ン
タ
ー
、
サ

ン
ネ
ッ
ト
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー
、
緑
と
花
の
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
総
合
体
育
館
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
、
小
中
学
校（
11
校
）、
明
越
会
館
、
中
央

公
民
館
、
三
好
池
カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー
、
保
田
ケ

池
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
競
技
場
管
理
事
務
所
、
旭
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー（
旧
教
育
学
習
セ

ン
タ
ー
）、
サ
ン
ア
ー
ト
、
三
好
町
民
病
院

◆ 

地
球
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
背
景
と
三
好
町

の
削
減
目
標

　

地
球
温
暖
化
は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
の
増
加
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
類
の
生

活
基
盤
を
脅
か
す
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

平
成
９
年
に
開
催
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止

京
都
会
議（
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会

議
）」
で
採
択
さ
れ
た
「
京
都
議
定
書
」
で
は
、
日

本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
は
、
平
成
20
年
か

ら
平
成
24
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
平
成
２
年
の
レ
ベ

ル
よ
り
６
％
削
減
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
平
成
17
年
２
月
16
日
発
効
）。
し
か
し
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
、
基
準
年
の
平
成
11
年
に
は
平
成
２
年

よ
り
さ
ら
に
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
三
好
町
で
は
、
日
本
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
削
減
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
平
成
20
年

か
ら
平
成
24
年
ま
で
の
間
に
平
成
11
年
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
よ
り
13
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。 ▼

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課　

☎（
32
）８
０
１
８   

（
32
）２
５
８
５

小中学校11校 12.9％
565トン（105.6％）

町民病院 35.0％町民病院 35.0％
1,533トン（95.0％）1,533トン（95.0％）

サンアート 10.9％
476トン（96.7）％

学校給食センター 10.6％
463トン（102.7％）

役場庁舎 10.2％役場庁舎 10.2％
446トン（97.6％）446トン（97.6％）

福祉センター 2.4％
104トン(90.4％）

総合体育館 6.1％総合体育館 6.1％
267トン（118.7％）267トン（118.7％）

保育園 9園 2.1％
93トン（94.9％）

そのほか15施設 9.8％
 437トン(94.8％）

※（　）内は対前年比

◆ 

温
室
効
果
ガ
ス
の
算
出
方
法

　

平
成
18
年
度
の
三
好
町
の
各

公
共
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量（
下
表
）は
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
の
使
用
量
や
可
燃
ご
み
の

排
出
量
な
ど
の
実
績
を
算
出
根

拠
と
し
て
、
排
出
量
を
算
出
し

て
い
ま
す
。

　

三
好
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度

の
町
内
の
公
共
施
設
な
ど
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

温室効果ガス排出量削減取り組み施設
(41施設）
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◆
町
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　

町
施
設
の
平
成
18
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

合
計
は
４
、３
８
４
ト
ン
で
し
た
。
こ
れ
は
平
成
11

年
度（
基
準
年
）の
２
、８
６
３
ト
ン
に
比
べ
て
53
％

増
加
し
て
い
ま
す
。（
左
表
）

　

増
加
の
主
な
要
因
は
、
平
成
12
年
10
月
の
町
民
情

報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
サ
ン
ネ
ッ
ト
」の
開
設
や
平

成
13
年
の
三
好
町
民
病
院
新
築
移
転
、
平
成
14
年
９

月
の
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー（
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
）開

設
、
平
成
15
年
４
月
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築

温室効果ガス排出量（実績・達成目標）

11年度 18年度 　　 達成目標
（平成20年～24年）

（単位：トン）

平成18年度温室効果ガス種類別排出量 移
転
、
平
成
15
年
４
月
の
三
好
丘
交
流
セ
ン
タ
ー
開

設
、
平
成
18
年
４
月
の
三
好
丘
中
学
校
開
校
な
ど
対

象
施
設
の
増
加
で
す
。

　

ま
た
平
成
17
年
度
と
比
べ
る
と
、
35
ト
ン（
０
・
８

％
）減
少
し
ま
し
た
。

◆
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
発
生
源

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
石
油
や
石
炭
を
燃
や
し

た
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
温

暖
化
の
最
大
の
原
因
は
、
そ
の
時
に
発
生
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
、
特
に
二
酸
化
炭
素
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

二 

酸
化
炭
素
…
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料

の
燃
焼
、
廃
棄
物
の
焼
却
な
ど
で
発
生

一 

酸
化
二
窒
素
…
化
石
燃
料
の
燃
焼
、
自
動
車
の
走

行
な
ど
に
伴
い
発
生

 

メ 

タ
ン
…
化
石
燃
料
の
燃
焼
、
下
水
処
理
、
糞ふ

ん
に
ょ
う尿

処

理
、
自
動
車
の
走
行
な
ど
に
伴
い
発
生

ハ 

イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
…
カ
ー
エ
ア
コ
ン
の

冷
媒
な
ど
の
充
て
ん
剤
廃
棄
時
の
漏
れ
な
ど
で
発

生

種　類 排出量
（トン）

割合
（％）

二酸化炭素 4,375 99.8

一酸化二窒素 5 0.1

メタン 2 0.05

ハイドロフル
オロカーボン 2 0.05 

合　計 4,384 100

17年度

◆ 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
町
の
取
り
組
み

　

温
室
効
果
ガ
ス
６
％
削
減
を
目
指
す
国
民
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
の
一
員
と

し
て
、
職
員
一
人
一
人
が
普
段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
暖
房
は
20
℃
、
冷
房
は
28
℃
に
設
定
②
蛇
口
を
こ

ま
め
に
閉
め
て
節
水
③
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る

④
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
購
入
⑤
過
剰
包
装
を
断
る
⑥

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
こ
ま
め
に
抜
い
て
節
電

◆ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
利
用
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
発
生
抑
制
効
果

　

町
民
病
院
に
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
雨
水

貯
留
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
発
電
機
で
天
然
ガ

ス
な
ど
を
燃
焼
さ
せ
動
力
を
得
る
際
の
排
熱
を
冷
暖

房
や
給
湯
に
再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
使
用
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
４
・
９

％
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
し
ま
し
た
。

　

ま
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
や
太
陽
熱
利
用
温
水
施
設
、
生
ご
み
処
理
機

を
設
置
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
５
・
８
％
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
し
ま
し
た
。

◆  

外
部
監
査
と
今
後
の
対
応

　

有
識
者
な
ど
５
人
で
構
成
さ
れ
た
監
査
機
関
に
よ

る
外
部
監
査
制
度
を
設
置
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

へ
の
公
共
施
設
の
年
間
の
取
り
組
み
状
況
と
実
績
に

つ
い
て
監
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
だ
け
で
な
く
緑
化
計
画
な
ど
吸
収
の
面
も
考
え

て
は
ど
う
か
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
監
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

4000

2000

3000

1000

2,863トン

4,419トン

2,491トン

4,384トン
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心の通う対話の町政 進行中

「ヴォイス」

三
好
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
町
政

に
対
す
る
意
見
を
町
長
が
直
接
お
聴
き
す
る
、

対
話
集
会「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」を
開
催
し
た

り
、提
言
箱
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て「
皆

さ
ま
の
提
言
」を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て「
心
の
通
う
対
話
の
町
政
」を
進
め
て
い

こ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と

町
長
の
発
言
要
旨
や
「
皆
さ
ま
の
提
言
」に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち
、主
に
生
活
に
か
か
わ

る
内
容
の
意
見
と
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
皆
さ
ま
の
提
言
」に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
の
要
旨
と
、
そ
れ
に
対
す
る
三
好
町
と
し
て

の
考
え
方
を
抜
粋
で
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
提
言

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
時
間
は
午
後
６

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
親
が
働
い
て
い

る
人
の
利
用
も
多
く
、
午
後
６
時
ま
で
に
子
ど

も
を
迎
え
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
遅
く
ま
で
実
施
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

保
育
園
は
午
後
７
時
ま
で
、
ま
た
は
24
時
間

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
校
に
入
学

す
る
と
午
後
６
時
で
は
母
親
が
働
き
続
け
る
こ

と
が
困
難
で
す
。
近
隣
の
自
治
体
で
は
午
後
６

時
30
分
、
ま
た
は
午
後
７
時
ま
で
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
毎
日
午
後
６
時
か
ら
７
時
は
主
婦

が
一
番
忙
し
い
時
間
帯
な
の
で
、
援
助
会
員
の

確
保
が
非
常
に
難
し
い
で
す
。
時
間
延
長
の
実

施
を
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。
時
間
延
長
が
困

難
な
ら
ば
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
集
団
下
校
を

認
め
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
時
間
は
、
小
学

校
の
放
課
後
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。
迎
え

に
つ
い
て
は
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
て
、
保
護

者
ま
た
は
保
護
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
援
助
会
員
が
、

児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
迎
え
に
き
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
の
公
立
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
豊
田
市
、
刈
谷
市
、
知

立
市
で
午
後
６
時
30
分
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

日
進
市
、
長
久
手
町
は
三
好
町
と
同
じ
午
後
６

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
久
手
町
で
は
子

ど
も
の
健
全
育
成
を
考
え
、
今
以
上
の
時
間
延

長
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
近
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
は
、

明
越
児
童
ク
ラ
ブ
と
天
王
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
午

後
６
時
ま
で
に
全
児
童
が
帰
宅
し
ま
す
。
ま
た

み
ど
り
児
童
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
６
カ
所
の
児

童
ク
ラ
ブ
で
も
毎
日
１
人
か
ら
４
人
程
度
の
児

童
が
、
午
後
６
時
15
分
ご
ろ
ま
で
に
帰
宅
し
ま

す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
は
指
導

員
の
確
保
の
問
題
も
あ
り
、
す
ぐ
に
実
施
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
今
後
の
利
用
状
況
や
近
隣

市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
児
童
だ
け
の
集
団
下
校
は
、
時
間
的
に

地
域
で
の
見
守
り
も
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
の

安
全
な
下
校
が
確
保
さ
れ
な
い
た
め
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

東
海
地
震
が
騒
が
れ
る
中
で
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
の
水
利
の
確
保
や
隣
接
に
防
火
ポ
ン

プ
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

現
在
、
町
内
に
は
防
火
水
槽
が
１
６
８
カ
所

皆
さ
ま
の
提
言

意
見　
　
　
　
　
　
　
　

(
電
子
メ
ー
ル)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
に

つ
い
て

答
え　
　
　
　
　

(

担
当　

防
災
安
全
課)

町
内
に
は
防
火
水
槽
１
６
８
カ
所
、

耐
震
性
貯
水
槽
が
12
カ
所
あ
り
ま
す

町内の各小学校などで授業後開所されている
放課後児童クラブ

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん

意
見　
　
　
　
　
　
　
　

(

電
子
メ
ー
ル)

東
海
地
震
に
備
え
た
水
利
の
確
保
と

防
火
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て

答
え　
　
　
　

(

担
当　

子
育
て
支
援
課)

指
導
員
の
確
保
や
今
後
の
利
用
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
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に
設
置
し
て
あ
り
、
40
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の
は
耐
震
性
の
あ
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
発
生
時
に
は
、
尾
三
消
防
本
部
の
消
防
車

両
と
三
好
町
消
防
団
13
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
と
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
り
消
火
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
耐
震
性
貯
水
槽
は
12

カ
所
あ
り
ま
す
。
容
量
60
立
方
メ
ー
ト
ル
の
も

の
が
打
越
字
小
林
地
内
、
三
好
上
公
民
館
、
福

谷
公
民
館
、
天
王
小
学
校
の
４
カ
所
、
１
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
三
好
町
役
場
、
サ
ン

ア
ー
ト
、
町
民
病
院
、
黒
笹
公
民
館
、
三
好
中

学
校
、
北
中
学
校
、
南
中
学
校
、
西
一
色
字
村

地
内
の
８
カ
所
で
す
。
１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
８
カ
所
の
内
、
各
中
学
校
に
設
置
し
て
あ
る

貯
水
槽
は
飲
料
水
兼
用
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
歴
史
民
俗
資
料
館
の
ひ
な
人
形
展

で
は
、
例
年
の
よ
う
に
ひ
な
人
形
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
知
多
市
や
田
原
市
の
資
料
館
か
ら

お
借
り
し
た
物
を
含
め
、
御ご
て
ん殿
飾
り
の
ひ
な

人
形
の
迫
力
は
見
ご
た
え
十
分
で
す
。
展
示

は
16
日
ま
で
で
あ
と
わ
ず
か
。
お
早
め
に
ど

う
ぞ
。

わ
が
家
も
35
年
前
の
娘
の
び
ょ
う
ぶ
段
飾

り
び
な
が
久
し
振
り
に
フ
ル
装
備
で
お
目
見

え
。
こ
こ
数
年
、
机
の
上
に
平
並
べ
で
お
茶

を
濁
し
て
い
た
の
に
、
早
々
に
飾
り
付
け
ら

れ
て
び
っ
く
り
で
す
。
８
カ
月
に
な
る
初
孫

の
初
節
句
で
し
た
が
、
父
親
の
転
勤
で
ハ
ワ

イ
島
に
住
ん
で
い
ま
す
。
折
に
触
れ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
交
信
し
て
い
ま
す
が
、
い
か
ん

せ
ん
画
面
の
中
、
ま
だ
言
葉
も
話
せ
ず
も
ど

か
し
さ
は
増
す
ば
か
り
。
そ
の
た
め
孫
の
写

真
と
娘
の
ひ
な
人
形
の
取
り
合
わ
せ
で
内だ

い
り裏

び
な
な
ら
ぬ
、
代
理
4

4

び
な
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

以
前
こ
の
地
域
で
は
初
節
句
の
時
、
近
所

の
人
が
見
に
き
て
く
れ
、
お
菓
子
を
振
る
舞

い
、
仲
間
入
り
を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。

ず
い
ぶ
ん
遠
く
か
ら
も
来
て
く
れ
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
比
例
し
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
隣
近
所
の
結
婚
、

出
産
な
ど
知
ら
ず
に
い
る
こ
と
が
多
い
こ
の

ご
ろ
で
す
。

先
日
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
女

性
が
「
昔
の
こ
の
地
域
の
様
子
が
語
り
継
が

れ
な
く
な
っ
て
、
知
ら
ず
に
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
は
残
念
だ
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
昔
よ
く
見
か
け
た
井
戸
端
会
議
は

な
く
な
り
、
家
族
内
の
会
話
も
減
っ
て
い
ま

す
。
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
家
族
の
会
話
を

基
に
、
お
隣
さ
ん
か
ら
地
域
へ
大
き
く
広
が

っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
が
小
さ
い
こ
ろ
、
庭
に
防ぼ

う

空く
う
ご
う壕
が
掘
っ
て
あ
っ
て
、
警
報
が
鳴
る
と
大

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
引
い
て
真
っ
先
に
逃
げ

込
ん
だ
も
の
だ
よ
。
小
さ
い
池
も
あ
っ
て
、

遠
く
の
た
め
池
か
ら
水
が
入
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
防
火
用
水
や
畑
の
水
や
り
に
使
っ

て
い
た
ん
だ
よ
。
あ
そ
こ
に
は
水
車
小
屋
が

２
つ
あ
っ
て
米
つ
き
を
し
て
い
た
り
、
田
ん

ぼ
や
畑
を
使
い
や
す
く
改
良
し
た
り
し
た
ん

だ
よ
」
と
そ
ん
な
昔
の
こ
と
を
い
ず
れ
孫
に

話
し
て
聞
か
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
主
役
不

在
の
初
節
句
で
す
。

孫
の
初
節
句
に
思
う
心

連
載
第
62
回

皆さまからの提言をお待ちしています
　三好町では、心の通う対話の町政を進めていこうと、町政に対する
皆さまからの提言をいただくため「皆さまの提言箱」を設けています。

▼設置場所＝役場、サンネット、サンアート、町民病院、総合体育館、
中央図書館
※提言は「皆さまの提言箱」のほか、下記のいずれかの　　　　　　
方法でも受け付けています。
①電子メール…  teigen@town.aichi-miyoshi.lg.jp
②ファクス… （３４)６００８
③郵便…〒 470-0295 三好町役場秘書広報課あて(住所不要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　秘書広報課☎(３２)８３５７

３
月
３
日(

月)

午
前
８
時
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ
・
ラ
ブ
ィ
ー
ト(

78･

６
Ｍ
Hz)

の

「
み
よ
し
モ
ー
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、
久
野
町
長
が
コ
ラ
ム
の
内
容
を
話
題
に
生
出
演
し
ま
す
。

携帯電話からメー
ルで提言できます

貯
水
槽
は
飲
料
水
兼
用
型
と
な

て
い
ま

火災発生時には尾三消防本部の消火活動を後方から支
援する三好町消防団13分団
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騎
手
は
厳
し
い
体
重
管
理
が
求
め
ら
れ
る
職
業
。
騎

手
免
許
が
取
得
で
き
る
栃
木
県
の
競
馬
教
養
セ
ン
タ
ー

を
受
験
す
る
た
め
に
、
自
分
の
体
の
成
長
に
反
し
５
キ

ロ
ほ
ど
の
減
量
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
過
酷

な
減
量
に
耐
え
、
な
ん
と
か
入
所
。
し
か
し
、
体
重
管
理

に
苦
し
み
卒
業
ま
で
あ
と
半
年
の
と
こ
ろ
で
退
所
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。「
退
所
後
し
ば
ら
く
は
精
神
的

に
落
ち
込
み
、
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
が

嫌
で
し
た
。
で
も
自
分
が
一
番
好
き
な
馬
と
の
生
活
を

捨
て
る
人
生
は
自
分
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

そ
の
後
、
力
仕
事
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
運
送
会
社
で
働

き
な
が
ら
体
力
維
持
に
努
め
た
持
原
さ
ん
は
、
再
び
騎

手
を
目
指
す
こ
と
を
決
意
。
弥
富
市
に
あ
る
自
分
の
所

属
し
て
い
た
厩
舎
に
戻
り
、
深
夜
の
騎
乗
練
習
を
し
な

が
ら
免
許
取
得
へ
の
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。「
厩
舎
で

の
生
活
を
通
し
て
、
先
輩
騎
手
の
指
導
を
受
け
、
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
で
競
馬
界
で
生
き
て
い

く
の
に
大
事
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
と
持
原
さ
ん
。

　

そ
し
て
努
力
は
実
を
結
び
、
平
成
19
年
末
に
念
願
の

騎
手
免
許
を
取
得
。
騎
手
に
な
れ
た
と
き
は
嬉
し
さ
が

込
み
上
げ
、
レ
ー
ス
に
出
る
の
が
と
て
も
待
ち
遠
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
勝
負
の
世
界
へ
の
デ
ビ
ュ

ー
戦
は
５
着
。「
初
騎
乗
で
は
ま
ず
完
走
す
る
こ
と
を

考
え
て
走
り
ま
し
た
。
出
来
は
ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
夢
が
か
な
い
、
レ
ー
ス
で
騎
乗
す
る
快
感
は

も
う
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
応
援
し
、
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
騎
手
の
仲
間
入

り
を
し
た
ば
か
り
。
一
勝
一
勝
積
み
重
ね
、
い
つ
か
中

央
競
馬
の
レ
ー
ス
で
喝か

っ
さ
い采
を
浴
び
る
の
が
今
の
夢
で

す
」
と
持
原
さ
ん
は
さ
ら
な
る
目
標
を
目
指
し
ま
す
。

勝
負
服
に
身
を
包
ん
で
競
走
馬
を
乗
り
こ
な
し
、
多

く
の
フ
ァ
ン
の
夢
や
期
待
を
背
負
い
勝
利
を
目
指

す
ジ
ョ
ッ
キ
ー（
騎
手
）。
今
回
は
、
挫
折
を
乗
り
越
え
騎

手
に
な
る
夢
を
か
な
え
た
持
原
大
志
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
に
名
古
屋
競
馬
場
で
騎
手
デ
ビ
ュ
ー
し

た
持
原
さ
ん
。
馬
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
４
歳
の
こ
ろ
で

し
た
。「
遊
び
に
行
っ
た
豊
田
市
内
の
牧
場
で
、
馬
に
触

れ
て
遊
ぶ
う
ち
に
、
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
心
引
か
れ
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。
高
校
卒
業
後
、
馬
に
携
わ
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
の
思
い
で
、
厩き
ゅ
う
む
い
ん

務
員
や
騎
手
を
目
指
す
専
門

学
校
、
Ｔ
Ｇ
Ｆ
養
成
ス
ク
ー
ル
に
入
学
。
そ
の
オ
ー
ナ
ー

か
ら
の
「
君
は
騎
手
に
向
い
て
い
る
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
が
、
騎
手
を
目
指
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
勝
負
の
世
界
で
夢
を
追
う

持
原　

大
志
さ
ん（
東
山
）

挫
折
を
乗
り
越
え
、
夢
の
騎
手
デ
ビ
ュ
ー

　もちはら・たいし　昭和59年生まれ。身長158.6㎝、
体重48.0㎏。所属厩舎：野島三喜雄厩舎。服色：青・白
のこぎり歯型。デビュー：平成20年1月13日名古屋競
馬場。初騎乗馬：ケリーケリー号。好きな騎乗法：先行。
趣味は音楽鑑賞。
持原騎手「関係者の皆さんに信頼され、そして何といっ
てもファンの皆さんの期待に応えられる騎手になれる
ように頑張ります。応援よろしくお願いします」

▼ ▼ ▼プロフィル
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３

お
誕
生
日
コ
ー
ナ
ー
の
応
募
者
の
中
で
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ん
の
写
真
を
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
み
よ
し
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
番
組
の
中
で
紹
介
し
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
抽
選
以
外
の
目
的

で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
抽
選
後
は
破
棄
し
ま
す
。

【
５
月
の
お
誕
生
日
コ
ー
ナ
ー
】

▼ 
応
募
期
間
＝
４
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で

▼ 

対
象
＝
５
月
生
ま
れ
で
３
歳
未

満
の
児

▼ 

応
募
方
法
＝
秘
書
広
報
課
へ
電

話
で
☎(

32)

８
３
５
７

※
３
月
生
ま
れ
の
応
募
は
、
11
人

で
し
た
。（
抽
選
に
よ
り
掲
載
決
定
）

【▼▼▼※で

出場者募集

広
報
ク
イ
ズ

問　

次
の
図
で　

色
の
マ
ス
の
ど
こ
か
に
宝
が
一

つ
ず
つ
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
数
字
は
、
そ
の
マ

ス
の
す
ぐ
隣（
縦
、
横
）
に
あ

る
、
宝
の
あ
る
マ
ス
の
数
を

示
し
て
い
ま
す
（
数
字
の
あ

る
マ
ス
に
は
宝
は
あ
り
ま
せ

ん
）。さ
て
宝
の
あ
る
マ
ス
は

最
低
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
。

【
応
募
方
法
】①
答
え
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
広
報
み
よ
し

に
対
す
る
意
見
、
感
想
を
記
入
し
、
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
秘
書
広
報
課
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
に
、

図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
あ
て
先
・
送
信
先
】

は
が
き
…
〒
４
７
０
ー
０
２
９
５

三
好
町
役
場
秘
書
広
報
課（
住
所
の
記
入
不
要
）

フ
ァ
ク
ス
…

(

34)

６
０
０
８

電
子
メ
ー
ル
…

hisyokoho@
tow
n.aichi-m

iyoshi.lg.jp

【
締
め
切
り
】
３
月
11
日（
火
）必
着

【
２
月
号
の
正
解
と
当
選
者
】
答
え
：
１（
サ
イ
コ
ロ

は
対
面
の
数
字
を
足
す
と
７
に
な
る
こ
と
か
ら
、上

面
は
順
に
１
↓
２
↓
６
↓
５
↓
３
↓
２
↓
１
↓
５
↓

４
↓
２
↓
１
と
な
る
）（
全
22
通
正
解
20
通
）
宇
野
晃

典
、
大
塚
な
つ
み
、
大
室
善
友
、
川
原
恵
治
、
木
村

安
里
沙
、
酒
井
照
ニ
、
谷
宏
之
、
長
岡
雅
敏
、
波
多

野
隆
明
、
平
井
康
夫
（
敬
称
略
）

『
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
ソ
ン
グ
で
ダ
ン
ス
』

　

ち
ょ
っ
と
お
て
ん
ば
な
ま
は
な
ち
ゃ
ん
。

幸こ
う
し
ろ
う

史
朗
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
元
気
い
っ
ぱ

い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
や
踊
り
で
み
ん
な
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ん
だ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ

っ
て
口
ず
さ
め
る
よ
。
一
人
で
お
化
粧
が
で

き
る
ま
は
な
ち
ゃ
ん
に
「
健
康
第
一
で
素
直

な
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
」
と
お
母
さ
ん
。

梅う
め
だ田 

真ま

は

な花
ち
ゃ
ん（
三
好
丘
旭
）

平
成
18
年
３
月
21
日
生

父
・
幸ゆ
き
ひ
こ彦
さ
ん　

母
・
清き
よ
み美
さ
ん

『
た
く
さ
ん
歌
っ
て
踊
れ
る
よ
』

　

覚
え
た
童
謡
を
元
気
い
っ
ぱ
い
歌
え
る
は

ー
ち
ゃ
ん
。「
か
え
る
の
歌
」
や
「
ち
ょ
う
ち

ょ
」
は
お
手
の
物
。
最
近
流
行
の
歌
は
、
振

り
付
き
で
踊
っ
て
歌
え
る
ん
だ
っ
て
。
お
も

ち
ゃ
の
ピ
ア
ノ
を
、
と
っ
て
も
上
手
に
弾
け

る
は
ー
ち
ゃ
ん
に
「
こ
の
ま
ま
健
康
で
元
気

な
子
で
い
て
ね
」
と
お
父
さ
ん
。

三み
う
ら浦 

春は
る
な奈

ち
ゃ
ん（
明
知
上
）

平
成
17
年
３
月
９
日
生

父
・
勝
ま
さ
る
さ
ん　

母
・
容よ

う
こ子
さ
ん

２

２

２

３ ３

1
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平
成
19
年
度
に
開
校
し
た
黒
笹
小

学
校
の
校
歌
発
表
会
が
２
月
14
日
、

黒
笹
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
杉す

ぎ

岡お
か
よ
し
あ
き

嘉
彰
校
歌
制
定
委
員
会
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
作
詞
・
作
曲
者
の

芹せ
り

川か
わ

友ゆ

き紀
さ
ん
と
編
曲
者
の
富と

み
ざ
わ
ゆ
た
か

澤
裕

さ
ん
が
、
校
歌
完
成
ま
で
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
。
芹
川
さ
ん
が
歌
詞
を

朗
読
し
「
地
区
名
や
子
ど
も
た
ち
の

輝
い
て
い
る
姿
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し

ま
し
た
」
と
校
歌
に
込
め
た
思
い
を

話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
全
校
生
徒

６
４
０
人
で
校
歌
を
斉
唱
。
元
気
な

歌
声
が
体
育
館
に
響
き
ま
し
た
。

黒笹小学校校歌発表会

すてきな校歌が完成

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
出
し
物
で
人
気

の
「
く
り
く
り
シ
ョ
ー
」
が
２
月
15

日
、
サ
ン
ア
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
三
好
町
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
が
企
画
。
町
内
外
で
活
躍

す
る
「
く
り
く
り
ワ
ー
ル
ド
」
の
２

人
が
マ
ジ
ッ
ク
や
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、

歌
と
手
遊
び
な
ど
夢
い
っ
ぱ
い
の
シ

ョ
ー
を
繰
り
広
げ
、
親
子
89
組
か
ら

は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
母
親
の

一
人
は
「
お
馴
染
み
の
歌
や
人
形
も

出
て
き
て
、
子
ど
も
と
い
っ
ぱ
い
楽

し
み
ま
し
た
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

親子講座「くりくりショー」

夢いっぱいの世界

　

み
よ
し
悠
学
カ
レ
ッ
ジ
一
般
公
開

講
座
が
２
月
９
日
、
サ
ン
ア
ー
ト
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
〜
や
さ
し
い

言
葉
と
ほ
ほ
笑
み
〜
和わ

げ
ん
あ
い
ご

顔
愛
語
」
と

題
し
た
こ
の
講
演
に
は
、
お
よ
そ

２
２
０
人
が
来
場
。
専
業
主
婦
か
ら

尼
僧
へ
転
身
し
た
浄
土
宗
尼
僧
の
小

林
良

り
ょ
う
し
ょ
う
正
さ
ん
が
、「
日
ご
ろ
か
ら
笑

顔
で
、
あ
い
さ
つ
や
感
謝
の
気
持
ち

を
声
に
出
す
こ
と
が
、
優
し
く
な
れ

る
秘
け
つ
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

客
席
に
下
り
て
語
り
掛
け
る
楽
し
く

元
気
な
講
話
に
、
会
場
は
最
後
ま
で

笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

みよし悠学カレッジ一般公開講座

笑顔が優しくなれる秘けつ

芹川友紀さん
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開
校
以
来
、
今
年
で
24
回
目
と
な

る
恒
例
の
た
こ
揚
げ
大
会
が
２
月
13

日
、
南
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
、
生

徒
が
一
人
２
つ
ず
つ
作
っ
た
た
こ
を

連
ね
て
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
連
だ
こ

を
製
作
。
あ
い
に
く
の
強
風
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
ス
全
員
で
力
を
合

わ
せ
て
、
連
だ
こ
を
大
空
高
く
揚
げ

て
い
ま
し
た
。
生
徒
の
一
人
は
「
自

分
の
作
っ
た
た
こ
が
無
事
に
揚
が
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
風

を
受
け
て
青
空
に
舞
い
上
が
る
連
だ

こ
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

たこ揚げ大会（南中学校）

天まで揚がれ

　

柿
せ
ん
定
講
習
会
が
２
月
４
日
、

明
知
地
内
の
柿
畑
で
開
か
れ
ま
し
た
。

枝
や
果
実
の
成
長
を
促
し
、
病
害
虫

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
せ
ん
定
技
術

を
、
一
般
の
人
に
も
気
軽
に
学
ん
で

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
講
習

会
。
営
農
専
門
技
術
員
の
小
野
信
行

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。「
良
い
木
を
育
て
る
に

は
、木
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」

な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
の
こ
ぎ

り
と
せ
ん
定
ば
さ
み
を
使
っ
て
実
践
。

参
加
者
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
活
発

に
枝
に
は
さ
み
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

柿せん定講習会

こつは木に愛着を持つこと

　

い
き
い
き
子
育
て
講
座
「
親
と
子

の
集
い
」
が
２
月
９
日
、
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
を
通
し
て
、
親
子
で
触
れ
合
っ

て
も
ら
お
う
と
東
山
幼
稚
園
の
親
子

１
５
６
組
が
参
加
。
リ
ー
ジ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
体
育
指
導
員
の
葛か

さ
い西

優ま
さ
と
し利
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
お
ん
ぶ

や
抱
っ
こ
の
バ
ラ
ン
ス
遊
び
な
ど
体

を
使
っ
て
気
軽
に
で
き
る
運
動
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
お
父
さ
ん

は
「
体
だ
け
で
た
く
さ
ん
遊
べ
、
家

で
も
ま
た
子
ど
も
と
や
っ
て
み
ま

す
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

いきいき子育て講座（東山幼稚園）

親子で楽しく触れ合う
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編    

集    

後    

記

▼
今
回
の
広
報
の
編
集
後
に
、
し
ば
ら

く
筆
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
命
を
授
か
り
、
４
月
下
旬
の
出
産

予
定
に
向
け
て
準
備
に
入
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
多
く
の
人

に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
も
…
。
無
事
に

出
産
す
る
こ
と
が
恩
返
し
と
思
っ
て
頑

張
り
ま
す
。
広
報
に
携
わ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
与
え
て
く

れ
た
多
く
の
人
と
の
出
会
い
。
ま
ち
へ

出
掛
け
て
取
材
す
る
こ
と
か
ら
は
離
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
ま
た
今
後
、
た
く

さ
ん
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
め
）

▼ 

と
き
＝
４
月
19
日
か
ら
７
月

26
日
ま
で
の
土
曜
日
、
午
前

９
時
か
ら（
毎
月
１
回
は
開

塾
日
、
そ
の
ほ
か
の
土
曜
日

は
相
談
日
）

▼ 

と
こ
ろ
＝
三
好
町
大
字
打
越
地
内
の
畑（
国
道
１
５
３
号
打
越

イ
ン
タ
ー
北
側
）

▼ 
内
容
＝
ナ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
の
栽
培
（
変
更
の
場
合

あ
り
）、
収
穫
し
た
野
菜
は
受
講
生
が
持
ち
帰
り
可

▼
対
象
＝
町
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼ 

受
講
料
＝
５
、０
０
０
円（
種
子
・
肥
料
・
農
薬
代
含
む
）

▼ 
申
し
込
み
＝
３
月
５
日（
水
）か
ら
19
日（
水
）ま
で
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
、受
講

料
を
添
え
て
、
三
好
営
農
セ
ン
タ
ー（
明
知
字
西
ノ
口
84
ー
３
）

へ
直
接

▼ 

縦
覧
期
間
＝
３
月
５
日（
水
）か
ら
19
日（
水
）ま
で
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼ 

と
こ
ろ
＝
役
場
東
館
２
階
道
路
下
水
道
課

▼ 
変
更
内
容
＝
平
成
19
年
度
中
の
境
川
流
域
下
水
道
へ
の
接
続
に
伴
う
、

黒
笹
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

▼ 

練
習
日
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
５
時
30
分
か
ら
７
時
ま
で

▼
練
習
場
所
＝
サ
ン
ア
ー
ト
軽
運
動
室

▼ 
活
動
内
容
＝
定
期
演
奏
会
や
催
し
物
へ
の
参
加

▼ 

募
集
内
容
＝
次
の
と
お
り

▼
３
月
３
日
は
桃
の
節
句
。
女
の
子
の

成
長
を
願
い
、
邪
気
を
払
う
日
本
古
来

の
節
句
と
し
て
現
在
ま
で
語
り
継
が
れ

て
い
る
お
祭
り
が
ひ
な
祭
り
で
す
。
飾

り
付
け
は
２
月
の
中
旬
ご
ろ
か
ら
遅
く

と
も
一
週
間
く
ら
い
前
ま
で
が
一
般

的
。
わ
が
家
も
男お

び
な雛
と
女め

び
な雛
を
飾
り
ま

し
た
。
飾
り
道
具
に
３
色
の
ひ
し
も
ち

が
あ
り
ま
す
。
一
番
上
が
紅
の
「
桃
」、

真
中
に
白
の
「
雪
」、
下
が
緑
の
「
草
」

を
表
し
て
い
ま
す
。
３
月
は
ち
ょ
う
ど
、

桃
が
咲
き
、
雪
が
残
っ
て
、
地
面
か
ら

草
が
生
え
る
季
節
。
そ
ん
な
季
節
の
情

緒
を
実
感
し
て
い
た
い
で
す
ね
。（
正
）

生
き
活
き
農
業
塾
を
開
催
し
ま
す

三
好
町
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
変
更
案

を
縦
覧
し
ま
す

み
よ
し
少
年
少
女
合
唱
団
の
新
入
団
員
を

募
集
し
ま
す

▼ 
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
豊
田
三
好
営
農
セ
ン
タ
ー

　

☎(
32)

１
０
０
６　

(

34)

６
６
６
７

▼ 

問
い
合
わ
せ
＝
道
路
下
水
道
課

　

☎(

32)

８
０
２
０　

(

34)

４
４
２
９

▼ 

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
行
政
課

　

☎(

32)

８
０
２
８　

(

34)

４
３
７
９

　

農
業
を
始
め
て
み
た
い
、

ま
た
は
生
き
が
い
に
し
た

い
と
い
う
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
実
習
体
験
を
通
じ
て
、

農
業
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

三
好
町
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
変
更
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧

し
ま
す
。
こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
町
へ
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象

平
成
20
年
度
に
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
人

募
集
人
数

30
人
程
度

会
費

月
額
１
、０
０
０
円

オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン

３
月
22
日（
土
）午
後
５
時
30
分
か
ら
サ
ン
ア
ー
ト
軽
運
動
室
で

実
施

課
題
曲

う
み
・
は
る
が
き
た
…
小
学
校
１
・
２
年
生
、春
の
小
川
・
も
み
じ

…
小
学
校
３
・
４
年
生
、冬
景
色
・
お
ぼ
ろ
月
夜
…
小
学
校
５
・

６
年
生
、翼
を
く
だ
さ
い
・B

e
lie
ve

…
中
学
生
以
上
。そ
の
う
ち

で
１
曲
選
択
し
、暗
譜
し
て
歌
唱（
楽
譜
は
申
込
時
に
配
布
）

申
し
込
み

３
月
５
日（
水
）か
ら
21
日（
金
）ま
で
に
、申
込
用
紙（
役
場
教
育
行
政

課
と
サ
ン
ア
ー
ト
で
配
布
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、教
育
行
政
課

ま
た
は
サ
ン
ア
ー
ト
へ
直
接
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外
がいこくごじょうほう

国語情報ひろば

M IA
財団法人　三好町国際交流協会

MIYOSHI  INTERNATIONAL
ASSOCIATION

☎（34）9000　 （34）9001

A
IC
HI

 HOSPITALITY

フレンドシップ継承
　交付金対象事業

PHONE
  施設名　　　　　　　　　　　　3月の休館日　      電話番号   施設名　　　　　　　　　　　　     3 月の休館日　 電話番号

※ 

広
報
み
よ
し「
お
知
ら
せ
版
」な
ど
の
中
か
ら
、外
国
人
の
皆
さ
ん
に
も
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報
を
選
び
翻
訳（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
英
語
）し
て
い
ま
す
。

住
じゅうみんか

民課　☎（32）8012　 （32）8048

Consultas com intérprete em português.
Dias de atendimento= todas as terças e sextas feiras (2 vezes por semana).
Horário de atendimento=das 13:00h às 16:00h. 

ポルトガル語
ご

通
つうやく

訳による外
がいこくじんそうだん

国人相談

☎(32)8558
☎(34)6641

☎(32)0100

☎(32)2111
☎(33)4150
☎(32)2000
☎(32)2162
☎(34)3311
☎(34)5000
☎(34)3131

三好池カヌーセンター（8:30～17:15） ………………
保田ケ池カヌーポロ競技場管理事務所  ………………
（8:30～17:15）
学校給食センター（8:30～17:15） ……………………

（火曜日～土曜日 9:00～21:00、日 9:00～17:00）

三好町役場（8:30～17:15） ……………………………
サンネット（10:00～19:00）  …………………………
サンアート（9:00～21:00） ……………………………
中央公民館（9:00～21:00） ……………………………
中央図書館（9:00～17:00） ……………………………
歴史民俗資料館（9:00～16:30） ………………………
総合体育館     ……………………………………………

（火曜日～土曜日 13:00～21:00、日 9:00～17:00）

☎(33)3300
☎(34)5311
☎(34)1588
☎(34)1988
☎(34)6111
☎(33)3441

☎(32)3044

☎(34)3370
☎(36)8625

三好町民病院（8:30～16:00） …………………………
保健センター（8:30～17:15） …………………………
福祉センター（8:30～17:15） …………………………
生きがいセンター（8:30～17:15） ……………………
さんさんの郷（9:00～17:00） …………………………
学習交流センター（8:30～17:15） ……………………
（ただし、三好町国際交流協会は月曜日以外開所）
勤労青少年ホーム  ………………………………………

明越会館（受付9:00～17:00） …………………………
きたよし地区公園管理事務所  …………………………
（受付9:00～17:00）  

月

土・日・祝

土・日・祝
土・日・祝

土・日・祝

土・日・祝
月

月

月
月

月（祝日を除く）
月

土・日・祝
火

月・27日（木）

月
月

土・日・祝

月

春
はる

の火
かさ い よ ぼ う う ん ど う

災予防運動

MOVIMENTO DE 
PREVENÇÃO CONTRA 
INCÊNDIOS DE RIMAVERA

DISTRIBUIÇÃO 
DE LEMBRANÇA 
COMEMORATIVA AOS 
FORMANDOS DE 
PRIMÁRIO E GINÁSIO

escolas públicas do município a  
distribuição ocorrerá na própria 
escola).

▼ Inscrição= até 18 de março 
(terça) telefonando ou indo 
diretamente ao Setor de Educação 
Escolar.

▼Como adquirir= No Setor de 
Educação Escolar munido de 
documento que comprove a 
conclusão do curso (tal como 
diploma) entre os dias 24 (seg) à 
31 (seg) de março.

▼Para= formandos de primários e
ginásios que não são de escolas 
públicas do município mas que até
a data de sua formatura residem 
no município.(Aos formandos de 

School Education Section
Tel(32)8026 Fax(34)4379

Na semana de 1 à 7 de março
será realizado em todo o Japão o 
movimento de prevenção contra 
incêndios de primavera. Os 
descuidos são as principais causas
de incêndios. Tomar o máximo de
cuidados com os focos de fogos.
Ao descobrir incêndio disque
[119] sem o código de área (válido
em todo território japonês).
【7 ítens para prevenção de fogos】
① não depositar objetos de fácil 
combustão aos arredores da casa 
② não dormir com pontas cigarros 
acesos e não jogar bitucas de 
cigarros ③ não deixar o local
enquanto estiver fazendo frituras 
④ não fazer fogueiras nos dias
com ventos fortes ⑤ não deixar as
crianças brincarem com fósforos
ou isqueiros ⑥ fazer o uso correto 
de aparelhos elétricos, não ligando 
muitos aparelhos numa só tomada 
⑦ não aproximar objetos de fácil 
combustão nas proximidades de
aquecedores.

小
しょうちゅうがっこうそつぎょうきねんひん

中学校卒業記念品の配
は い ふ

布

Setor de Educação Escolar
Tel(32)8026  Fax(34)4379

（日本語の記事は19ページ参照）

Spring Fire Prevention 
Campaign
Disaster Prevention Security 
Section Tel(32)8046 Fax(32)2165

Distribution of 
Elementary School & 
Junior High School 
Graduation Souvenir

Setor de Prevenção e Segurança
Tel (32)8046　Fax (32)2165

▼Target=Students who will 
graduate elementary school and 
junior high school other than 
the municipal schools, and who 
are living inside the town on 
the graduation day. (Souvenir 
will be distributed at the school 
for students who will graduate 
municipal elementary school and 
junior high school)

▼Application=Call or come directly 
to School Education Section by 
March 18 (Tuesday).

▼How to receive=Bring documents 
to prove the graduation (diploma 
etc.) and come directly to the 
School Education Section from 
March 24 (Monday)～March 31 
(Monday).

（日本語の記事は2月15日号23ページ参照）
fi re prevention campaign will be
held nationwide.  Most of the fi re 
is caused by lack of care.Please be 
very careful with fi re.
When you discover a fi re, please 
call [119] without dialing the
exchange number (common 
nationwide)
【7 Points to Prevent Fire】
①Do not put fl ammable things 
around the house ② Do not smoke
when sleeping or throw away 
cigarettes ③When frying tempura, 
do not leave the spot ④ Do not 
make a fi re when the wind is strong
⑤ Do not let children play with
matches or lighters ⑥ Use electric
appliances correctly, and do not
have many electrical cords 
connected to a single socket
⑦ Do not put fl ammable things
near the stove

For 7 days starting March 1 ～ 7, 

お知らせは裏表紙からお知らせは裏表紙から

＊町内の外国人登録者数/町全体人口に占める割合：1,963人 ／ 3.5％（2月1日現在）
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　心身に障害のある児童などが各種の

運動を通して、健康
  

と体力の維持増進

を促すとともに参加者相互の親睦を深

めます。

▼  とき＝毎週土曜日午後2時10分から

3時10分まで（原則）

▼ところ＝総合体育館2階柔道場

▼対象＝知的障害児とその保護者

▼  持ち物＝汗ふきタオル、水筒、筆記    

　用具、ノート（初参加の人）

▼  服装＝親子共に運動のできる服装

▼申し込み＝福祉課へ直接

※保護者は子どもの補助をお願いしま

す。

▼  とき＝春学期…4月11日から7月18

日までの金曜日、秋学期･･･9月26日

から平成21年1月16日までの金曜日、

午前9時から10時30分まで（計30回、

うち4回は定期試験）

▼  ところ＝東海学園大学三好キャンパ

ス

▼  内容＝大学の正規講義として「共生

人間論」をテーマに、仏教・宗教・

道徳・環境や命の大切さなどについ

て学ぶ。定期試験の参加は自由

▼対象＝ 60歳以上の人

▼定員＝抽選で 20人

▼受講料＝無料（資料代など別途必要）

▼  講師＝東海学園大学学監の田
たなかしょうゆう

中祥雄

さん

▼  申し込み＝3月31日（月）必着で、往

復はがきに住所、氏名、年齢、受講

動機を記入し、学生生活支援セン

ター（〒 470-0207 三好町大字福谷

字西ノ洞 21-233）へ郵送で

　緑化センターでは、緑化知識の普及

や技術者を養成するための「みどりづ

くり研修」とセンター職員が園内の樹

木や施設、季節の見どころについて紹

介する「グリーンガイド」、自然に親し

んでもらうための「昭和の森を歩く会」

を開催します。

【みどりづくり研修】

▼  とき＝3月15日（土)午前9時30分か

ら正午まで

▼  ところ＝昭和の森交流館付属棟

▼  科目＝なぞ解き自然観察

▼  定員＝40人

▼受講料＝無料

▼  申し込み＝開催日の2週間前までに、

参加希望日・科目・住所・氏名・電

話番号を明らかにし、センターへ次

のいずれかの方法で

　①往復はがき（〒 470-0431 豊田市

　 西中山町猿田 21-1、返信表面に返

信先あて名を記入）

　②電子メール

　③ホームページ申込フォームから

【グリーンガイド】

▼  とき＝3月12日（水）・22日（土）、午

前9時30分から11時まで（雨天決行）

▼  ところ＝愛知県緑化センター

▼  ガイドテーマ＝早春の花

▼  内容＝緑化センター職員が一緒に園

内を散策し、樹木や草花、季節の見

どころについて案内

▼定員＝各 20人

▼参加費＝無料

▼  申し込み＝開催日の午前9時30分ま

でに緑化相談コーナーへ直接

【昭和の森を歩く会】

▼  とき＝①3月13日（木）、②3月23日

（日）午前9時30分から11時30分まで

(雨天決行）

▼  ところ＝昭和の森

▼  テーマ＝①早春の花②早
そうしゅんふ

春賦

▼定員＝なし

▼参加費＝無料

▼  申し込み＝開催日の午前9時30分ま

でに昭和の森交流館付属棟に直接

●蘭
らんゆうかい

友会の会員募集

　 温室がなくても、 カトレアやシン

ビジウム、オンシジウムなどの洋ラン

を 1年間工夫して育ててみませんか。

▼  活動日＝毎月第2土曜日の午前10時

から正午まで

▼ところ＝さんさんの郷

▼  対象＝洋ランに興味のある人

▼  会費＝年額 2,500 円

▼  講師＝ラン生産者の福岡綱
つなすけ

助さん

▼  申し込み・問い合わせ＝随時、伊
い ず

豆

原
はらじゅんこ

順子さんへ電話、またはファクス

（☎ ･ （34）2386）で

講座講座・教室教室

東海学園大学「共生人間論公開講座」

☎（36）9802　 （36）6757

東海学園大学 学生生活支援センターから

療育体操

福祉課　☎（32）8010　 （34）3388

伝言板伝言板

ＥＸＰＯエコマネー事業

愛知県緑化センター指導課から

☎0565（76）2109　 0565（76）0140

ryokka＠eos.ocn.ne.jp    

http://www.pref.aichi.jp/shinrin/uekiryokka/

ryokkacenter



17

書（総合体育館で配付）に必要事項を

記入し、事務局へ直接

▼  そのほか＝会員には協会主催の事業

の割引や各種行事の案内を送付

　医療費が適正に請求されているか審

査をする点検員を募集します。

▲

 雇用期間＝4月1日から平成21年3

月31日まで（1年の契約更新可）

▼  内容＝国民健康保険、老人保健の診

療報酬明細書（レセプト）の審査

▼  対象＝医療事務の資格があり、月に

15日以上働くことができる人

▼募集人数＝ 1人

▼給与＝時給 1,152 円

▼  申し込み＝3月21日（金）までに保険

年金課へ直接

　平成20年度に雇用する、パソコン入

力、台帳整理など一般事務を行う臨時

職員を募集します。

▼  勤務時間＝毎週月曜日から金曜日ま

で（祝日を除く）の午前9時から午後

5時までのうちで契約する時間（お

おむね1日5時間以上勤務できる人）

▼  勤務場所＝愛知中部水道企業団（東

郷町大字和合字北蚊谷212）

▼  採用方法＝応募者を臨時職員採用候

補者名簿に登録し、業務の必要に応

じて希望する仕事内容、勤務時間な

ど面接により選考を行い、順次採用

▼  申し込み＝3月10日（月）から19日（水）

までの午前8時30分から午後5時まで

（土・日曜日を除く）に、顔写真（縦4㎝

×横3㎝）と印鑑を持って愛知中部水

道企業団総務課人事係へ直接

　給食センターでは、ボイラーを扱う

臨時職員を募集します。

▲

 雇用期間＝4月1日から平成21年3

月31日まで（1年の契約更新可）

▲

 勤務時間＝午前7時30分から午後3

時15分まで（昼休憩45分有り）

▲

 内容＝ボイラーの運転、厨房機器の

整備、そのほかの雑事など

▲

 対象＝1級ボイラー士の免許を有す

る人

▲

 募集人数＝1人

▼給与＝時給 929円

▲

 申し込み＝3月14日（金）までに給食

センターへ直接（土・日曜日を除く）

　三好町ウオーキング協会の会員を募

集します。ウオーキングを通して気軽

に健康づくり、仲間づくりをしましょ

う。

▼  対象＝町内在住、在勤、または在学

で協会の趣旨に賛同する人

▼会費＝年額 500円

▼  申し込み＝3月29日（土）までに申込

▼  とき＝3月30日（日）午前9時30分

から（午前9時から受け付け）
▼ところ＝中央公民館 2階和室

▼内容＝参加人数によりクラス分けを

　して対戦

▼対象＝町内在住、または在勤の人

▼定員＝先着30人

▼参加費＝2,000円（昼食代を含む）

▼申し込み＝当日、会場へ直接

▼  問い合わせ＝文化協会将棋部会の塚

本憲
けんいち

一さんへ電話（☎（34）7080）で

▼ とき＝4月13日（日）午前8時30分から

▼  ところ＝三好公園テニスコート

▼  種目＝男子・女子ダブルス

▼  試合方法＝1セットマッチ

▼  対象＝町内在住、在勤、または在学

の人、およびテニス協会会員

▼  参加費＝1組2,000円。ほかに平成

20年度協会会費1人500円

▼    申し込み＝3月19日（水）までに総合

体育館へ直接

お知らせは裏表紙からお知らせは裏表紙から

募　集募　集
給食センター臨時職員（ボイラー士）

学校給食センター ☎（32）0100 （34）0199

町長杯テニス大会

三好町テニス協会から　

長
ながやま

山家
いえひさ

久会長　☎・ （34）2598

催　し催　し

愛知中部水道企業団の臨時職員

☎（38）0030　 （38）3134

愛知中部水道企業団総務課人事係から

レセプト点検員

保険年金課　☎（32）8011　 （32）2585

三好町ウオーキング協会の会員

総合体育館内 ☎（32）8027　 （34）6030

三好町ウオーキング協会事務局から

初春将棋大会

☎(32)2162　 (34)6181

三好町文化協会から　中央公民館内
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　パートタイム労働者が、その能力を

より一層有効に発揮することができる

雇用環境を整備するため、パートタイ

ム労働法が改正されました。

▼施行日＝ 4月 1日から

▼内容＝次のとおり

①労働条件の文書交付・説明義務

 　労働条件を明示した文書の交付など

の義務化など

②均衡のとれた待遇の確保の促進

　通常の労働者との均衡のとれた待遇

の確保措置の義務化など

③通常労働者への転換の推進

　「正社員」へ転換するチャンスを推進

するための措置を義務化

④苦情処理・紛争解決援助

　苦情を自主的に解決するよう努力義

務化

※詳しくは、愛知労働局ホームページ

（http：//www2.aichi-rodo.go.jp）

まで

　相談内容の守秘は厳守されます。

▼  相談内容＝次のとおり

①生活全般に関すること

②就労に関すること

③ 資格取得、技能習得に関すること（母

子自立支援給付金制度あり。要事前

相談）

▼相談員＝母子自立支援員

▼  連絡先＝平日の午前9時30分から午

後4時までに豊田加茂事務所健康福

祉課へ電話、または直接（豊田市錦町

1-22-1）

　夫婦、相続、交通事故、商取引、サラ金

などの法律問題で困っている人に、弁

護士が気楽に相談に応じます。秘密は

厳守されます。

▼  とき＝3月16日（日）午後2時から4時

まで

▼ところ＝中央公民館

▼相談員＝長
な が や よ う こ

屋容子弁護士

▼定員＝先着で4人程度

▼ 申し込み＝3月10日（月）から14日（金）

までに、役場住民課へ電話（☎（32）

8012）で

▼  そのほか＝相談に関係する書類があ

れば持参

　臨時保育士と保育園で仕事をする業

務員を募集します。

【保育士】

▼対象＝保育士の資格を有する人

▼   勤務条件・募集人数＝次のいずれか

①おおむね7時間勤務・7人程度

② 午前7時30分から、または午後3時か

らの3、4時間程度勤務・5人程度

③ 午前9時から午後3時までのうちで

おおむね 5時間勤務・5人程度

▼   勤務内容＝担任の補助

【業務員】

▼対象＝資格など特になし

▼   勤務条件・募集人数＝次のいずれか

①おおむね 7時間勤務・3人程度

② 午前9時から午後3時までのうちで

おおむね 5時間勤務・1人

▼  勤務内容＝給食の配膳、花壇の手入

れなど

【共通】

▼  雇用期間＝4月1日からの1年間（勤

務成績に応じて更新有り）　

▼  申し込み＝随時、顔写真（4.5cm×

3.5cm程度）を1枚持参し、子育て

支援課へ直接

▼  そのほか＝勤務場所、勤務時間、勤務

日数は応相談

募　集募　集
相　談相　談

パートタイム労働法の改正

☎052（219）5509　 052（220）0573

愛知労働局から

愛知大学無料法律相談

愛知大学教務課から ☎（36）1112 （36）5551

ひとり親家庭の相談

☎0565（33）0294　 0565（33）0293

豊田加茂事務所健康福祉課から

　 　 　
▼  譲ります（有料）＝婦人用自転車

▼  さしあげます＝車のチェーン
　 （165/70R14～175/70R14用）、

婦人用自転車

▼  譲ってください（有料）＝子ども
用バイオリン、ベッド（シングル

サイズ）、ベッド（ダブルサイズ）、

男児用の服（110㎝～120㎝）

▼  譲ってください（無料）＝桃山幼
稚園の体操服（上下）、豊田西高

校指定カーディガン

▼登録期間＝3カ月間

▼  登録方法＝差し上げます(無料）、
譲ります（有料）、譲って下さい

（有料・無料）に分け、氏名・住所・

電話番号・商品名とその詳細情

報（品質状態、購入年月日など）

を明らかにして、環境課へ電話

(☎（32）8018）、または直接

▼  交渉の流れ＝①広報みよしに商
品名を掲載②希望者は環境課へ

電話連絡③登録者の氏名・住所

･電話番号を確認し、登録者と

直接交渉④結果を環境課へ連絡

●リサイクル用品の登録●

臨時保育士・業務員

子育て支援課　☎(32)8034　 (34)3388
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▲

そのほか＝途中入退場は不可

▼  対象＝町立以外の小中学校を卒業す

る児童生徒で、卒業式当日に町内に

住んでいる人（町立小中学校を卒業

する人は、各学校で配布）

▼  申し込み＝3月18日(火)までに学校

教育課へ電話、または直接

▼  受け取り方法＝3月24日（月）から31

日（月）までに、卒業を証明できる書

類（卒業証書など）を持って、学校教

育課へ直接

▼支給期間＝4月から学校卒業まで

▼  対象＝高等学校、大学に在学、また

は 4月に入学予定の人

▼応募資格＝次のすべてに該当する人

① 成績優秀で、経済的に修学が困難で

ある

②心身ともに健康で、品行方正である

③保護者が町内に1年以上在住である

④ ほかの団体からの奨学金、授業料減

免や免除、または補助金などを受け

ていない

▼  支給額＝高校生･･･月額6,000円、

大学生･･･月額8,000円

▼  申し込み＝3月31日(月)までに、申

請書(教育行政課で配布)に必要事項

を記入し、教育行政課へ直接

　友好都市であるアメリカ・インディ

アナ州コロンバス市内の語学学校や大

学への留学を支援するための奨学金制

度があります。ぜひご利用ください。

　さんさんバス時刻表を交流路線（く

ろまつくん）、生活路線（さつきちゃん）

ともに全面的に改正します。路線やバ

ス停に変更はありません。詳しい時

刻表は広報3月15日号に折り込みます。

▼  改正時期＝4月 1日（火）から　

▼  改正内容＝朝の始発時間を早め、夜
の終着時間を遅くすることで、ゆと

りを持った時刻設定に変更

▼  そのほか＝乗合タクシーは、従来ど
おり予約のある時だけ接続バス停の

バス時刻に合わせて運行
▲  

とき＝3月25日（火）午後1時30分か

ら3時まで

▲

ところ＝役場西館4階402会議室

 

▲
 内容＝第4期高齢者保健福祉計画兼

介護保険事業計画の策定に伴う住民

アンケートの結果および地域包括支

援センターの実績などについて

▲

定員＝先着 5人

▲

 申し込み＝当日の午後1時から1時

20分までに会場へ直接

▼  対象＝町内在住でコロンバス市内の

語学学校、または大学、もしくはコ

ロンバス市内の大学の系列でインデ

ィアナ州内にある大学への留学資格

を得た人

▼支給額・定員＝年間60万円まで・1人

▼支給期間＝支給開始から1年間

▼  受給条件＝次のとおり

① 在学中は、三好町および三好町国際

交流協会が実施する交流活動に参加

すること

② 帰国後は、協会が主催する事業に参

加・協力すること

▼  申し込み＝奨学金受給希望月の2カ

月前までに、申請書（教育行政課で配

布）に必要事項を記入し、教育行政課

へ直接
▼そのほか＝奨学金の返済義務なし

　衣浦東部保健所加茂支所は、4月か

ら三好町学習交流センター内へ移転

し、衣浦東部保健所加茂保健分室に組

織変更します。なお、加茂保健分室で

は医療給付や資格免許、営業許可の各

種申請や難病などについての相談を受

け付けます。

▼移転時期＝4月1日（火）

▼  新名称＝衣浦東部保健所加茂保健分

室（三好町学習交流センター内1階、

西陣取山 90、☎（34）4811・（34）

4813）

お知らせは裏表紙からお知らせは裏表紙から

案　内案　内

域包括支援センター運営協議会の傍聴

三好町介護保険運営協議会兼三好町地

高齢福祉課　☎（32）8009　 （34）3388

さんさんバス時刻表の改正

政策推進課　☎（32）8005　 （32）2165

小中学校卒業記念品の配布

学校教育課　☎（32）8026　 （34）4379

平成２０年度三好町奨学金制度

教育行政課　☎（32）8028　 （34）4379

コロンバス市内への

教育行政課　☎（32）8028　 （34）4379

留学支援奨学金制度

衣浦東部保健所加茂支所の移転

☎0565（31）1630　 0565（31）9601

衣浦東部保健所加茂支所地域保健課から

三好町学習交流センター
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町政番組を放送中

みよしTODAY（15分間） 毎日放送
初回放送 17:45 以降10回程度リピート放送
土曜日・日曜日は、30分間の総集編
さんさんスペシャル　3月17日（月）～23日（日）
テーマ「感動をありがとう！！三好演劇塾第6回公演
　　　　～学校うさぎをつかまえろ～」

みよしモーニングニュース 毎日放送（8:00～8:10）
みよしイブニングニュース 毎日放送（18:00～18:10）
町長ホットライン　3月3日(月）　8:00～ 18:00～

問い合わせ 秘書広報課 ☎（32）8357 （34）6008

● ケーブルテレビ
　さんさんチャンネル  【33ch・123ch】
　ひまわりHiチャンネル    【120ch】
　コミュニティ放送【アナログ6ch・デジタル12ch】

●コミュニティーFM
　ラジオ・ラブィート 【78.6MHz】
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三好桜まつりをお楽しみください
　桜の季節が間もなくやってきます。寒さも緩み春のぽかぽかした陽気の中、

家族そろって、また友達同士誘い合ってお花見はいかがですか。夜桜も楽しめ

るように、期間中はライトアップも行います。

▼とき＝3月25日（火）から4月15日（火）まで（ライトアップは日没から午後9
　時まで。開花状況によ り期間が変わる場合あり）

▼ところ＝三好公園（およそ2,000本の桜）、保田ケ池公園（およそ350本の桜）

▼問い合わせ＝三好町観光協会(農政商工課内)
　☎（34）6000　 （34）4189

※自分で出したごみは持ち帰るなど、マナーを守ってお花見をお楽しみくださ

い。また路上駐車は近隣の人の迷惑になりますのでやめましょう。なお飲酒運転

は絶対にしないでください。

環
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1
0
0
％
再
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▲

こちらからお読みくださいからお読みくださいこちらか
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